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１．はじめに 

 道谷第二橋（上り線）は，中国自動車道の徳地 IC～鹿野 IC 間に位置する橋長 115.0m の鋼 3 径間連続非合

成鈑桁橋であり，供用開始から 36 年が経過した橋梁である．冬季に散布される凍結防止剤の影響による塩害

や，凍害等の複合劣化により，既設 RC 床版の劣化が顕著となっていた．本橋は，高速道路リニューアルプロ

ジェクト（大規模更新・修繕事業）の一環とし，プレキャスト PC 床版による床版取替工事を実施した．なお，

上り線と下り線が分岐する規制区間であり，これまでの片側全面通行規制による床版取替工事 1)であれば，通

行規制区間が広範囲におよぶことが懸念された．そこで，本橋では今後の同種工事でのパイロット工事として，

片車線規制での半断面施工を模擬した床版取替工事を実施した．本稿はその施工について報告する． 

２．工事概要 

工 事 名：中国自動車道（特定更新等） 

      道谷第二橋（上り線）床版取替工事 

工事場所：自）山口県周南市巣山（KP437.648） 

      至）山口県山口市徳地鯖河内（KP437.838） 

発 注 者：西日本高速道路株式会社 中国支社 

構造形式：鋼 3 径間連続非合成鈑桁橋 

橋  長：115.012m 

支 間 長：38.000m + 38.002m + 38.000m 

有効幅員：8.838～9.953m 

工  期：自）平成 27年 10 月 23 日 

      至）平成 29年 4 月 24 日 

１．施工方法  

 本工事の概要図を図-1，工事工程表を表-1に示す．本工事では，隣接する下り線を昼夜連続対面規制とし，

雪氷対策期間を避けた 5 月から 10 月の期間に施工を行った．また，既設 RC 床版をプレキャスト PC 床版に

取替える上り線側では，実際の片車線内での施工を想定した半断面施工を実施し，それぞれ車線毎に分割した

施工を行った．なお，半断面毎の施工にて作業を実施しない片側車線では，本来の規制環境と同様，常に車両

が通行可能な状態を確保するものとした． 

 

 

 

 

 

 

 

 キーワード 半断面施工，床版取替工事，片車線規制，接合目地部 

 連絡先   〒730-0036 広島県広島市中区袋町 4番 25号 ㈱ピーエス三菱 広島支店 ＴＥＬ082-240-7011 

上り線 
P3 側 

下り線 

写真-1 架設状況 

図-1 概要図 

下り線 

(対面規制) 

上り線 

(半断面 床版取替) 

架設装置 

 

F
M

M
M

A1

P1 P2
P3

P4

P5

半断面床版取替え施工範囲

施工方向

RCラーメン244403径間連続鈑桁 115012

380003080238000

橋面改良工延長床版

伸縮装置工

10940～11055 60 9900

5255 4583～4698

3@2500=75003@2800=8400

2
1
0
0

下り線上り線

5.000%～4.019%

アスファルト舗装 t=80mm

プレキャストPC床版 t=250mm

１期施工範囲
（追越車線）

２期施工範囲
（走行車線）

接合目地

土木学会第72回年次学術講演会(平成29年9月)

 

-1293-

Ⅵ-647

 



1 10 20 1 10 20 1 10 20 1 10 20 1 10 20 1 10 20 1 10 20 1 10 20

壁高欄工

伸縮装置工

延長床版工

防水工・舗装工(別工事)

付属物設置

橋
梁

部

床

版

既設床版撤去

プレキャスト

ＰＣ床版架設

スタッドジベル溶接

間詰め部打設

PC床版の緊張

9月 10月 11月

交通規制

迂回路工

舗装撤去・

既設床版切断

4月 5月 6月 7月 8月

昼夜連続中分規制 昼夜連続対面通行規制

G
W

昼夜連続中分規制

1期施工

1期施工

2期施工

2期施工

1次緊張 2次緊張

夏

季

休

暇

 400010000

定格荷重15tf

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．半断面プレキャスト PC 床版の製作  

 プレキャスト PC 床版は，全幅のほぼ中央部に接合目地を

有する構造となる．完成系では床版に配置したポストテンシ

ョン方式 PC 鋼材にて一体化される部位であり，構造上，接

合目地部の製作精度が重要となる．半断面プレキャスト PC

床版の製作状況を写真-2に示す．分割床版をそれぞれプレテ

ンション方式にて製作する場合，マッチキャスト方式による

製作が困難となる．そのため接合目地部の型枠には，高硬度

および高精度の型枠設備を採用した． 

３．架設装置  

 本工事では，試行的な取り組みとして，片車線規制による

施工を実施している．車線幅の制限により従来の大型クレー

ンは設置が不可能であり，既設 RC 床版の撤去およびプレキ

ャストPC床版の架設には，新たな架設機械が必要となった．

以下，本橋で採用した架設装置の主な特徴を記述する．なお，

架設状況を写真-3，架設装置の概要図を図-2に示す． 

1） 片側車線内へ直接，トレーラー1 台で運搬可能なサイズ

とした． 

2） 運搬と同様，片車線内での組立・解体が行なえるように，

架設装置の脚部にそれぞれ独立した水平方向および鉛直

方向の油圧シリンダーを搭載した． 

3） 施工サイクル工程より，プレキャスト PC 床版を 1 日あ

たり 3 枚架設可能な機能を有した． 

４．おわりに  

 交通規制に伴う社会的な影響を軽減するため，試行的に 

片車線規制を想定した床版取替工事を実施した．その結果，半断面施工による床版取替工事が，構造的に適用

可能であることを実証できたと考える．今後の同種工事において，本報告が参考となれば幸いである． 
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写真-3 架設状況 

図-2 架設装置 概要図 
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